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本日の内容

• 環境計量データの電子化の動きとそのメリット

• 海外での活用事例

• 日本国内での検討：日本版EDD研究会について
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環境計量データの電子化の動き
とそのメリット
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米国の環境計量Ｌａｂと
電子データ（ＥＤＤ）に関する動向

• 米国では、環境計量分析の電子レポートのフォーマットを、大口顧客であ
る政府（連邦、州）や企業別にカスタマイズされており、Electronic 
Data Deliverable （（（（EDD)と呼ばれている。

• EDDは顧客（企業、行政）が数値分析等をする際に、転記ミスを防ぎ、短
時間で複数のデータを統合できるため利便性が高い。

• 大手民間企業では取引先に自社のEDDフォーマットでの提出を要請してい
るケースがあるほか、環境保護庁（EPA）でも電子納品が一般的になって
いるケースも多い。環境保護庁では新たな規制の際には電子納品を義務付
ける規制案も提出されている。

• 大量の数値データの電子共有は、特に緊急時（事故や災害等）における緊
急対応の決定の際にも重要であり、飲用水や食品の分野では緊急時用にあ
らかじめ計量分析機関とネットワークを構成している分野もある。近年、
米国ではデータ提出の義務化も広がっている。
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ＥＤＤとは・・に含まれる内容（概要）

【【【【データのデータのデータのデータの種類種類種類種類】】】】

• サイトの地図

• ボーリング測定器の詳細と観測井建設の詳細

▫ 緯度経度、高度軸と場所のＩＤ

▫ 表層の高さ、岩質、観測井の建材、観測井の資材、掘削方法等

▫ フィールドでのテストデータ

• 場所のデータ

• サンプリング関連のデータ（例：水）

▫ 場所、深さ、計測方法、設備・資材等

• ラボラトリーデータ

▫ チェーンオブカスティディ

▫ 計量結果

▫ ＱＡ／ＱＣ

• プロジェクトに関するすべての電子データ

【【【【データのフォーマットデータのフォーマットデータのフォーマットデータのフォーマット】】】】

• Text(comma, tab等）、画像（PDF, JPG, GIF）
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出所：米EPAWebサイトより
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米国におけるＥＤＤ
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ＥＤＤを保存する
データベース等

建設会社
コンサルタント
計量証明ラボ

連邦・州政府
民間企業
コンサルタント

規制当局等

ＥＤＤＥＤＤＥＤＤＥＤＤ

ＥＤＤＥＤＤＥＤＤＥＤＤ ＥＤＤＥＤＤＥＤＤＥＤＤ

政府機関政府機関政府機関政府機関 州政府州政府州政府州政府 民間企業民間企業民間企業民間企業

・環境保護庁（EPA）
・エネルギー省（DOE）
・国土安全保障省
・食品医薬品庁（FDA）
・農務省
・地下水フォーラム他

Region別EPA

州別（ニューヨーク、テキ
サス、ワシントン、ノース
キャロライナ他）

コンサルティング会社
分析・認証機関
エネルギー会社
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（参考）米国の環境計量分析市場とＥＤＤ
• 米国では顧客や行政組織別に100以上のＥＤＤが乱立しており、現在これら

の共通化に向けた次世代ＥＤＤが開発されている。
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分析センター

分析機器
フィールド
サンプリング

生データ

各社分析機器 分析結果
Chain of Custody

ＬＩＭＳ
顧客別顧客別顧客別顧客別

EDD ①①①①

連邦・州ＥＰＡ
（環境保護庁）他

石油・電力等
大手企業

大手コンサル
エンジニアリング

化学・自動車
製造業等

顧客別顧客別顧客別顧客別

EDD ③③③③

顧客別顧客別顧客別顧客別

EDD ②②②②

収
集

・
配
送

各
種
Ｄ
Ｂ
、
ソ
フ
ト
等

次世代次世代次世代次世代ＥＤＤＥＤＤＥＤＤＥＤＤへへへへ
各社・各行政個別の
ＥＤＤフォームを段階別の共通フォームへ

環境計量分析市場（民間）
市場規模：約2,000億円
*一部公的市場を除く

環境コンサル・
エンジニアリング市場
市場規模：約2,8兆円

計量分析結果の
第三者認証

電子認証電子認証電子認証電子認証＋＋＋＋共有共有共有共有

出所：各種資料より㈱ＦＩＮＥＶ作成

LIMS: Laboratory Information Management Systems
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EDDの活用のメリット
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【【【【環境計量分析会社側環境計量分析会社側環境計量分析会社側環境計量分析会社側のメリットのメリットのメリットのメリット】】】】

• LIMS（Laboratory Information Management System)からデータを
送付する時間を削減できる

• マニュアルによるデータ入力を最小化できる

• 書面によるミスや間違いなどを大幅に軽減できる

• 安全にデータ配布時間を短縮できる

【【【【ユーザーユーザーユーザーユーザー側側側側のメリットのメリットのメリットのメリット】】】】

• 複数の分析会社の分析結果を集計する時間を大幅に削減できる

• 複数の分析結果の統合や分析する時間を削減できる

• データの共有や承認を自動化することができる

効率的＋コスト削減＋柔軟な対応＋様々な規模に対応可能効率的＋コスト削減＋柔軟な対応＋様々な規模に対応可能効率的＋コスト削減＋柔軟な対応＋様々な規模に対応可能効率的＋コスト削減＋柔軟な対応＋様々な規模に対応可能
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米国の環境データのトレンド
政府系のデータについて電子電子電子電子データのデータのデータのデータの義務化義務化義務化義務化

• すでに電子データの義務付け

▫ 連邦EPA：TRI・・・（日本のPRTR）

▫ 連邦EPA：水銀と大気汚染

▫ カリフォルニア州：地下水、土壌、水質データ等

▫ ニュージャージー州：汚染土壌浄化関連データ

▫ 米空軍環境データ（The Air force center for engineering and the 
environment)

▫ 米軍環境データ（化学物質、地質、地理データ）
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現在EPAで有害物質管理法（TSCA)及び新規プログラムのデータの電子義務
化に関する規制案を提案中

各省Webサイト、Environmental Standards Web等による



海外での活用事例
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米国
行政の環境計量報告システム（例）
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• 飲用水情報システム（Safe Drinking Water Information System, SDWIS)・・・

環境保護庁の飲用水に関する規制管理をするもの

• 緊急時対応ラボネットワーク(Web EDR)・・・環境計量分析ラボ（官民500以

上）の緊急対応用Webネットワークとツール。EPAで標準型のEDDを策定。

• 疾病管理予防センタ（Center for Disease Control and Prevention, CDC)

• FDA, USDA/FSIS・・国防省及び食品緊急対応ネットワーク（FERN)が

eLEXNETを通じて、商品関連の計量証明情報をＷｅｂポータルで共有する。

• 有害物質排出登録（Toxic Release Inventory, TRI )・・・国内のＰＲＴＲにあた

る排出登録

• その他US Army, Air Force Center for Engineering and the Environment などの

環境データは電子納品が義務化されている。

各種公表資料より作成
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• 米国連邦政府、各州及び地方政府の運営する計量分析事業者の団体で、民
間企業（機器メーカーやＬＩＭＳ、ＥＤＤ関連のソフトウエア会社等）、
個人が会員となっている。

• 環境保護庁（ＥＰＡ）、疾病管理予防センター（ＣＤＣ）、国土安全保障
省（ＤＨＳ）、食品医薬品庁（ＦＤＡ）などの管轄分野になる。

• 各省庁や分野横断的なデータ分析を円滑に効率的に進めるために、ＥＤＤ
の標準フォーマットとＷｅｂでのデータ共有が進められている。

• 分析事業の対象分野

▫ 食品安全

▫ 放射性物質

▫ 飲用水

▫ 廃水処理

▫ 廃棄物管理

▫ 環境暴露評価

▫ 緊急時対応

Association of Public Health Laboratories (APHL)

米国の公衆衛生関連の計量分析ラボ

ＡＰＨＬ公表資料より作成
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米国

食品安全分野の取組 eLEXNET
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• 米国の食品医薬品庁（FDA)が、農務省や環境保護庁と共同で、国家食品安全システムの一環とし
てデータ共有を目指すプロジェクトを開始し、1999年に8つのラボがパイロットプロジェクトに
参加。

• 現在では、250以上のラボが参加し、50以上のラボが電子データを共有。食品輸出先であるメキ
シコやカナダとの連携も検討中。

• 毎日2000以上のテスト結果がeLEXNETに送られる。

同Webより
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大手欧州企業の環境サービス
フィールド、計量分析、報告まで電子データによるビジュアル化

Field Collection

Monitoring/

Instrumentation

Laboratory EDDs

Data In:
Automated/Manual

Data Out: 
Automated/Manual

Data

Management

Data

Interpretation

同社提供資料より作成



日本での検討：
日本版EDD研究会について
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研究会会員企業（2013年5月25日現在）
50音順（敬称略）

≪≪≪≪ユーザーユーザーユーザーユーザー側側側側≫≫≫≫
環境コンサル・建設会社等

• SGSジャパン

• 大成建設

• 竹中工務店

• 三井金属資源開発

≪≪≪≪環境計量分析企業環境計量分析企業環境計量分析企業環境計量分析企業≫≫≫≫

� オオスミ

� カネカテクノリサーチ

� 環境科学研究所

� 環境管理センター

� 島津テクノリサーチ

� 住化分析センター

� 東海テクノ

� 中外テクノス

� 内藤環境管理

� 日吉

� ユーロフィン日本環境

2013年2月から開始。引き続き、会員を募集中。
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日本版EDD研究会
• 2013年2月より活動開始

• 国内の環境計量データの顧客要望に基づく
電子データによるプラットフォーム化を目指して活動
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分析機器

フィールド
サンプリン

グ

生データ 報告データ
計量証明書
（書面）

各社分析機器 貴社内サーバ
【ＣＳＶ】

貴社内サーバ
担当者ＰＣ
【エクセル等】

クラウドサーバクラウドサーバクラウドサーバクラウドサーバ

ＥＤＤポータル
（顧客との共有化）

分析会社用
Ｗｅｂ画面

報告データの自動生成

日本版ＥＤＤ研究会
（2013年2月～） 報告書

（ＰＤＦ）

報告書：数値データ

分析・ビジュアル化
等

報告書
社内報告
対外報告

顧客用
Ｗｅｂ画面

日本版ＥＤＤ 2013年10月～約30パターンを作成＝順次拡充
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おわりに

• 国内では環境計量データの速報や時系列データなどを、
計量証明書と別にエクセルなどで顧客に提出しているこ
とは多いが、フォーマットは特に定められていない。

• 緊急時対応等の標準フォーマットなどの整備により早期
のリスク分析や過去データとの統合により専門家による
大量のデータ分析が可能になる。

• 環境リスクに関わる他分野の大量のデータを統合的に分
析することでより整合性の高い考察や対策が迅速に実施
できる可能性が高まる。
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“The best way to have a 
good idea is to have lots of 
ideas.”

Linus Paulingライナス・ポーリング
（米国の化学者：ノーベル化学賞・平和賞受賞) 
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ご質問・お問い合わせ
株式会社FINEV（ファインブ）
東京都港区芝大門2-10-12 KDX芝大門ビル8階

電話：03-6895-6806


